
子どもたちに、自分自身の病気や家族・友達の病気について説明をするのは困難
なことだと思います。そんな時、少し助けてくれる絵本を紹介します。

『ねずみのおいしゃさま』

ねずみのお医者様に「りすの坊やが熱を
出している」と電話がありました。
雪の中ねずみのお医者様はスクーターに
乗って、りすの坊やの家に向かうのです
が…。最後には驚きの展開が待っていま
す！

『うさこちゃんのにゅういん』

いつも元気なうさこちゃんが入院するこ
とになりました。注射、大丈夫かな？
小さな人の気持ちに寄り添った一冊。
うさこちゃんの最後の一言に注目です。

『チャーリー・ブラウンなぜなんだい？』

仲良しの友達が入院。病気って何だろう？
治るの？皆さんにおなじみのキャラクター
たちが考えます。
本作は、アメリカの看護師が作者に手紙を
出したことをきっかけに誕生したそうです。


